
と
び
ら
の
こ
と
ば

安保法制成立、
教育ができること

２
０
１
５
年
９
月
19
日
、
安
倍
自
公
政
権
提
案
の
安
全
保
障
関
連
法
案
＝
戦
争
法
案

が
、
国
民
の
８
割
近
く
が
審
議
不
十
分
と
し
、
国
会
前
で
、
全
国
各
地
で
、
高
校
生
・

学
生
・
母
親
・
学
者
な
ど
各
界
各
方
面
の
人
々
の
連
日
に
わ
た
る
反
対
運
動
が
旺
盛
に

取
り
組
ま
れ
る
な
か
、
参
議
院
で
強
行
的
に
採
決
さ
れ
法
律
と
な
っ
た
。
自
衛
隊
は
、

こ
れ
ま
で
の
専
守
防
衛
の
方
針
を
改
め
、
時
の
政
府
と
国
会
の
判
断
で
、
米
軍
を
支
援

す
る
一
部
隊
と
し
て
活
動
す
る
と
い
う
、
事
実
上
の
改
憲
で
あ
る
。
法
成
立
後
の
世
論

調
査
で
も
、「
違
憲
」
と
判
断
を
す
る
人
々
が
50
％
を
超
え
、
安
倍
自
公
政
権
の
空
論

空
語
の
説
明
や
大
手
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
誘
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
力
に
よ
ら
ず
平

和
を
つ
く
る
と
い
う
憲
法
９
条
を
柱
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
平
和
外
交
の
蓄
積
の
力
と
国

民
の
判
断
力
の
健
全
性
を
示
し
た
。

こ
と
は
、
再
び
国
民
の
側
に
移
さ
れ
た
。
安
保
法
制
は
ど
こ
が
違
憲
な
の
か
？　

安

保
法
制
を
求
め
た
勢
力
の
政
治
的
経
済
的
背
景
は
何
か
？　

自
衛
隊
は
ど
こ
で
ど
の
よ

う
な
活
動
を
求
め
ら
れ
る
の
か
？　

中
国
と
の
関
係
は
ど
う
す
る
の
か
？　

テ
ロ
や
内

戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
か
？　

日
本
が
で
き
る
非
軍
事
の
国
際
貢
献
は
あ
る
の
か
？　

18
歳
で
国
政
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
・
若
者
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に

学
ぶ
べ
き
な
の
か
？　

そ
し
て
、
安
保
法
制
の
廃
止
に
向
け
て
何
を
す
る
の
か
？

今
特
集
は
、
奇
し
く
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
こ
た
え
る
内
容
と
な
っ
た
。
世
界
を
視
野

に
身
近
な
人
々
の
幸
福
か
ら
人
類
全
体
の
幸
福
を
望
み
、
足
下
の
課
題
に
誠
実
に
こ
た

え
、
人
々
と
手
を
携
え
合
う
、
安
保
法
制
反
対
で
若
者
が
見
せ
た
そ
ん
な
力
を
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
育
て
て
い
き
た
い
。


